






A君臨dyon the醐 ethodof instructions for “knack of move朋 ent"
-fro臨 aperspective of phenomenological and anthropological 
movement theory in sports-
Yusuk邑HAMASAKI1)
Abstract 
What we instructors should do is to not explain the mechanism of皿ovementor physiolo臨ical
function， but to畠iveadvice on aspects which appeal 1.0 lhe learner's consciousness for developin畠a
sense of臨 ove田 ent.
Namely， instruclors have 10 make learners grasp a "knack of movement". The"knack of move冊 enf'
can not bc c1arificd by a natural scientific method which cmploys physical measurcments. It has to 
be extracted by analyzin日thefeelin霞of皿ovement(HUSSE立1'Smeanin露of"Kinasthes") from a 
phenomenolo臣icalapproach. 
The purpose of this sludy was 10 show Ihe imporlance of instruction in Ihe“knack of酷 ovement"
which can be obtained by analyzing human movement in phenomenology and anthropology. 
In this study， itwas revealed that吐le"knackof move四 ent"can'tbe grasped by only understanding 












































































































































































































F 図7. 屈腕伸身力倒立 (Mの実施)
5. おわりに
本論を通して外形的な運動経過の理解はコツの理解
を意味しないということが示された.動きのコツは，
客観的な物理的計測による自然科学的手法で明らかに
なるものではない.それは，コツとは本質的に「動き
の感じ自体Jの問題であり，主観的な意識現象だから
である.主観的なものであるがゆえに，非科学的で当
てにならないという批判を受けることになるが，新し
い動き方の習得はコツの発生を契機としているという
ことをわれわれは身をもって経験しており，コツの存
在を疑うものはいないであろう.さらに，コツという
主観的な意識現象は，フッサールのいう「問主観性」
あるいはメルロ・ポンティのいう「間身体性jの地平
をもち，他者にも共通し，普遍妥当性をもつものでも
ある.だからこそわれわれ指導者は「もっとこんな感
じでJ， Iここを意識して」などといって他者に運動
を教えることができるのである.
客観的な運動経過の説明にとどまらず，学習者の運
動感覚意識に働きかけるコツを伝えることが指導の現
場では唯一の発言権となる.本研究がコツ指導の重要
性を再認識するきっかけとなることを期待する.
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